[bookmark: _Hlk106358643]別紙１
気候変動対策実践モデル事業　事業計画書

１　申請者の概要※

	申請（代表）者
	所属団体名
	

	
	代表者名
	

	
	所在地
	

	
	電話番号
	
	Ｅ-mail
	

	事業実施責任者
	所属団体名
	

	
	氏名
	

	
	所在地
	

	
	電話番号
	
	Ｅ-mail
	


※事業実施責任者とは、事務処理、調査、進捗管理を担う担当者

２　事業実施地区及び対象品目
	事業実施地区名（市町村名、地域名等）
	対象品目
	栽培面積

	
	
	a



３　取組内容
	具体的な取組内容
	




	効果検証方法
（調査方法）
	




	取組内容の
参考(技術)資料等
	


	[bookmark: _Hlk218524000]目標設定
（単位当たり）
	
	現行（対照区）
①
	目標（試験区）
②
	増加率（％）
（②/①）×100

	
	生産量・出荷量・
単収・秀品率
	
	
	

	
	販売金額
	
	
	

	期待される効果及び目標設定の考え方
	



	[bookmark: _Hlk218524052]技術を知るに
至った経緯
	






４　事業のスケジュール
	
	（開始）予定日
	完了予定日
	備　　考

	[bookmark: _Hlk219367280]機械・設備、
資材導入
	
	
	

	試験
	
	
	

	見学会開催時期
（１回以上）
	
	
	



５　事業内容
(1) 機械・設備及び繰り返し使用できる資材の導入に要する経費
（補助率1/2以内、補助上限額2,500,000円）
	機械・設備、資材（繰り返し使用できるもの）名
（機種・形式等）
	数量
	（Ａ）
事業費
（税込・円）
	（Ｂ）
事業費
（税抜・円）

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	計
	
	

	※(B)の合計の1/2以内1,000円未満切捨
	補助金額（Ｃ）
	



(2) (1)以外の経費（補助率定額、補助上限額500,000円）
	経費の分類
	（Ｄ）
事業費
(税込・円)
	（Ｅ）
事業費
（税抜・円）
	(Ｆ)
補助金額（税抜・円）（(E)と同額）

	積 算 根 拠

	資材費
	
	
	
	


	印刷製本費
	
	
	
	


	消耗品費
	
	
	
	


	会場借料
	
	
	
	


	旅費
	
	
	
	


	その他経費
	
	
	
	


	計
	
	
	(Ｇ）

	
	



	（Ｃ）＋（Ｇ）＝（Ｈ）補助金額合計（円）
	






６　添付書類
	チェック欄
	提出書類
	備　　考

	
	事業計画書
	別紙１

	
	導入する機械・設備、資材等のカタログ
	

	
	見積書
	２社以上。宛名は申請者名と一致させること。

	
	購入量の妥当性を示す根拠資料
	任意様式

	
	定款又は規約
	３戸以上の農業者で構成する団体の場合

	
	構成員名簿
	

	
	補助金の振込先口座が分かる書類
（通帳の写し等）
	申請者名と口座名義は同一のもの
金融機関名、口座名義、口座番号が確認可能な見開きページの写し





[bookmark: _Hlk222318806]別紙１記載例

気候変動対策実践モデル事業　事業計画書

１　申請者の概要※

	申請（代表）者
	所属団体名
	○○○協同組合もしくは○○○○○部会

	
	代表者名
	○○○○○

	
	所在地
	○○市○○○○○○（申請者の住所）

	
	電話番号
	○○○○○○○○○
	Ｅ-mail
	○○○○@○○○

	事業実施責任者
	所属団体名
	○○○協同組合もしくは○○○○○部会

	
	氏名
	○○○○○

	
	所在地
	○○市○○○○○○（事業実施責任者の所属する団体の所在地）

	
	電話番号
	○○○○○○○○○
	Ｅ-mail
	○○○○@○○○


※事業実施責任者とは、事務処理、調査、進捗管理を担う担当者

２　事業実施地区及び対象品目
	事業実施地区名（市町村名、地域名等）
	対象品目
	栽培面積

	京都府○○○市○○○町○○○○○
	みず菜
	50a



３　取組内容
	具体的な取組内容
	水菜栽培における高温対策として、遮光率○○～○○％の遮光ネットを導入し、直射日光を軽減することにより、ハウス内の温度上昇を抑制する。また、点滴灌水システムを導入し、土壌水分を安定的に供給することで、高温時の乾燥防止と根のストレス軽減を図る。

	効果検証方法
（調査方法）
	対策の効果を検証するため、○○○○○を用いて遮光ネット設置前後のハウス内温度を毎日記録し、平均温度差を算出する。また、○○○○○を導入し、土壌水分量を測定し、乾燥防止効果を確認する。生育調査については、葉長、株重、収穫日数を調査区と慣行区で比較し、各区○○株を調査する。さらに、収穫調査を行い秀品率及び出荷量の評価を行う。

	取組内容の
参考(技術)資料等
	○○○○○○○○○

	目標設定
（単位当たり）
	
	現行（対照区）いずれかに○

①
	目標（試験区）
②
	増加率（％）
（②/①）×100

	
	生産量・出荷量・
反収・秀品率
	○○
	○○
	○○

	
	販売金額
	○○○○円
	○○○○円
	○○

	期待される効果及び目標設定の考え方
	○○の導入により、ハウス内温度は○℃低下し、葉焼け等を抑制できる。点滴かん水によって水分ストレスが軽減され、参考資料の実証効果では生産量○○％の増収効果が期待されている。また、資料に基づいて考えると、生産量は10ａ当たり○○ｔから○○ｔ（○○％の増）、販売金額は○○円から○○円（○○％の増）となり、目標設定を○○○ｔ、○○○円と算出した。

	技術を知るに
至った経緯
	○○○研究機関が公表している技術であり、○○○農業改良普及センターからの情報提供を受けて知るに至ったもの。同技術は他地域での実証事例においても一定の効果が確認されており、導入効果が高いと判断したことから、本事業に採用することとした。



４　事業のスケジュール
	
	（開始）予定日
	完了予定日
	備　　考

	機械・設備、
資材導入
	令和8年4月30日
	
	

	試験
	令和8年6月1日
	令和8年7月30日
	

	見学会開催時期
（１回以上）
	令和8年9月上旬
	
	



５　事業内容
(1) 機械・設備及び繰り返し使用できる資材の導入に要する経費
（補助率1/2以内、補助上限額2,500,000円）
	機械・設備、資材（繰り返し使用できるもの）名
（機種・形式等）（機種・形式等）
	数量
	（Ａ）
事業費
（税込・円）
	（Ｂ）
事業費
（税抜・円）

	○○○○○○○○一式（１セット）
の場合は数量１で記載

	１
	2,200,000
	2,000,000

	
	
	
	

	
	計
	2,200,000
	2,000,000

	※(B)の合計の1/2以内1,000円未満切捨
	補助金額（Ｃ）
	1,000,000



(2) (1)以外の経費（補助率定額、補助上限額500,000円）
	経費
の分類
	（Ｄ）
事業費
(税込・円)
	（Ｅ）
事業費
（税抜・円）
	(Ｆ)
補助金額（税抜・円）(E)と同額


	積 算 根 拠

	資材費
	200,000
	181,818
	181,818
	●●資材×4セット
50,000円×4＝200,000円

	印刷
製本費
	13,750
	12,500
	12,500
	●●●冊子作製
275円×50部＝13,750円

	消耗
品費
	
	
	
	


	会場
借料
	16,500
	15,000
	15,000
	●●会場使用料 
16,500円/日

	旅費
	
	
	
	

	その他
経費
	
	
	
	


	計
	230,250
	209,318
	(Ｇ）

	209,318
	


補助金交付申請額

	（Ｃ）＋（Ｇ）＝（Ｈ）補助金額合計（円）
	1,209,318



６　添付書類
	チェック欄
	提出書類
	備　　考

	✔
	事業計画書
	別紙　１

	✔
	導入する機械・設備、資材等のカタログ
	

	✔
	見積書
	２社以上。宛名は申請者名と一致させること

	✔
	購入量の妥当性を示す根拠資料
	任意様式

	✔
	定款又は規約
	３戸以上の農業者で構成する団体の場合

	✔
	構成員名簿
	

	✔
	補助金の振込先口座が分かる書類
（通帳の写し等）
	申請者名と口座名義は同一のもの
金融機関名、口座名義、口座番号が確認可能な見開きページの写し





